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２．底泥表面におけるCNP関連物質の溶出量調査

方 法

調査は，英虞湾内の立神の測点（図1）にて平成17

年5月～平成18年2月の期間中，沈降物調査と同一日

に実施した。採泥は潜水作業により内径11cm のコア

を用いて採取し，採取後，底泥表面が撹乱しない様に実

験室内に持ち帰った。持ち帰った底泥は遮光して，採泥

時の現場と同じ水温に設定した培養槽に静置し，スタラ

ーで底泥表面が撹乱しないように攪拌（流速約2cm/

秒）して培養した。底泥直上水（以下，直上水），およ

び底泥のサンプリングは，培養開始直後，24時間経過

後に行い，直上水のCNP関連物質（DOC，DTN，

DTP，NO
3
N，NO

2
2，NH

4
N，PO

4
P）濃度を測定

し，その濃度変化から溶出速度を求めた。

結果および考察

直上水へのCNP関連物質の溶出速度（mmol／

m2／day）の測定結果を表3に示す。溶出速度は，各

測点でDOCが 7.96～33.62，DTNが 1.5～14.8，

DTPが0.0～1.1，NO
3
Nが－0.13～0.23，NO

2
N

が－0.08～0.01，NH
4
Nが－0.08～4.79，PO

4
P

が－0.01～1.00となっていた（マイナスは消費されて

いた事を示す）。これらの結果から，底泥からの炭素

（有機態）の溶出は窒素，リンと比べてかなり大きいこ

と，無機態窒素の溶出はほとんどがNH4 Nで，リンの

溶出はほとんどが無機態のPO
4
Pであること，溶出量は

CNPとも7月頃から10月頃に多いことが伺えた。また

NH
4
－NとPO

4
－Pの溶出速度には強い正の相関が得

表３ 各測点の溶出フラックス（mmol／m2／day）

表2 沈降物量調査結果




